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【はじめに】 

 

これは、平成23年度から平成24年度までの2年間にわたっておこなった「三角屋根コンクリートブロック住宅の

持続可能住居について」の報告書である。 

北海道の住宅の変遷をみると、「三角屋根コンクリートブロック住宅」は北海道の代表的な住宅として生み出され、

「北海道の民家」と言及されるなど北海道の住文化を築いてきた住宅である。その「三角屋根コンクリートブロック

造住宅」の住宅史的資料を残す上でも開発経緯などを把握しておくことは急遽性が要され、かつ、住宅改修等が当然

考慮される現在、ストックとしても現存し現代史的にも秀逸な「三角屋根コンクリートブロック造住宅」から新たな

住空間の可能性を見いだす意義は大きいと考え、開発経緯の調査、住み続けている調査を行った。それらから、「三

角屋根コンクリートブロック造住宅」は北海道庁や関係機関によって道民の居住環境の改善を目的に、様々な努力に

より成立されていたことが明らかとなった。また、今なお居住している方々も増改築などを施しながら工夫し、住み

こなしていることが明らかとなった。今後は、どのように住環境を良くしていくかなど、具体的な方法論を示すこと

が重要であっると思われる。 

平成25年3月31日 
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